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え過程をとってし 1けるような授業展開な行「ている。附属中学校の全学年で毎日寺間取り組んで＼1lるスピー

テ活動でのふりかえりを紹介する。
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初等空前期では， A干Tや由際交流員等との交流引二九；よ正元号制は打っていないr

かし二：~述？ように本部会では「豊かな学ひ、の姿」をたf二単に基礎的⑮ 7基本的 iI知識や；支能が定詩；ア
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く9 大きな枠組みでとらえてしべ必要があると考え9 総論で示しであ
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るのではな

とらえるものと

のであり，

記のように定義することとした。

中等部については，外国語活動と教科としての英語が混在する段階であり・／ト学 6年の外国語、活動は，

ら始戸教科としての英語を見据えながら行っていくことが当然求められるわっ宗わ コ三「

ニヶ一日ン能力の素地を養いつつ，教科としての種を植えていく段階と担えている；まよこの吋

その後も高校や大空等において英語学習を進めたりヲ

な力であり勺必要不可欠な力で、あると考三ら札

や教師のはたらきかけを通して叫高めていきたいと

本目手ぬま（云えようとしていること

をもとに考えたり c 場面や状況

の文法的なノレール（また

ざまな要因を考慮しながら，最も適切な

ることを通して．相三巴に自分の考え

とした。

本学校園では今年度たら年間17時間で、はあるが小学 3年から外国語活動を実施している とはいえら

初等部後期で、は，学習が始まったばか？段階でありヲ小学5年でも ，｛ ンプットの量はかなり少なし＇ o
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月むことをめざ Lているo よって，この間の子どもたちにとっ》ては9 間＠判断ーする段階でいかに相

した情報を上手に（手切に）受信するかが そのi去の表現していく段階に大きな影響をE::i.-z-?S 
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思考力とは，何か伝えようとする事柄を既習の文法的なルー Jlノに当てはめ，そのルールに従って考え

る力とした。これには句普段からの教師の的確な文法指導とそれによる生徒の文法的理解の定着つまり，

基礎＠基本の習得が重要となってくる。外国語活動では文法的な指導は行われないので，ここでの文法

次l乙判断力とは，思考の段階で出てきたいくつかの単語や表現のリストの中から適切なもの

し使い分けることができる力とした。つまりヲ伝える相手の表情や状況等のさまざまな要因を考慮し

その時点で一番適切であろうと思われる単語や表現を選び出す力である。

最後に9 表現力については，思考⑨判断の段階を通して実際に書いたり 9 話したりすることによって

相手に伝える力とした。しかし，ただ単に言葉を伝えるだけでなく，相手や状況によって笥顔の表情や

声の大きさ， トーン p ボデ、イーランゲージ，話す態度なと自分の意見や気持ちを相手に伝えるときに必

要な話し方もこの表現力に含まれると考える。

思考＠判断・表現という発信までの流れを図に表すと右の

ようになる。それぞれがバラバラにあるので付なくラ自分の

考えや思ったことを発信するためには思考→判断→表現とい

う一連の流れをとるのだが，もちろん逆向きに矢印が向くこ

ともある。発信をするまでにある段階から次の段階へ移る場

合もはじめは時聞が多く必要であるが，練習を重ねることで

している。的なルーノレとは様々な英語表現やそれらを使う上で

少しずつ短くなっていくと考えられる。

また，豊かなコミュニケーション能力に向かつて，思考力 a 判断力＠表現力を育成していくためには

個人の努力だけに頼っていても効果は少なし1。練習を一緒にしたり，自分のスピーチを聴いてくれたり

する友だちの存在が重要になってくるだろう。例えば，自分ひとりでは lつしか思い浮かばない表現で

も友だちとのかかわり合いを通して使える表現が何倍にもなっていくことは簡単に想像で、きる。

よって，昨年度は豊かなコミュニケーション能力の育成をめざして，普段の授業からこのようなかか

わりノ合いを意図的に作っていき，思考力 e 判断力⑨表現力を高めるための実践を重ねてきた。例えば司

中学校を伊jlことると，今まで学習したことを使ってある程度まとまりのある英文を書く活動（スキット

作りや条件英作文等〉や子どもたちがお互いに英

語を使って自分の意見を述べたり 9 それに関して

質問し合ったりする活動（］分間チャットやスピー

チ活動等入そして，みんなに向けて自分の

る活動（スピーキングテスト D

を単元計百や年間計画に取り入
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である。ま

台える関係作りを学級の中

応る。この関停があってこそヲ

にお互いに聞き合えたりり

傾けたりと問題意識の共有化を図ることができ 9

たちの疑問をつないでいくことができるのである。ま jこっ学び合いではッ個人の力だけで

いようなある程度高いレベルの教材やタスクの設定が必要となってくるであろう。そのよう

スクを子どもたちに課すことで，学び合t，）はさらに深まると考えられる。そしてヲこのような活動

あらかじめリーダーを決めて行うのではなく句個人の責任を明確にしながらヲ教師

徒の深い学びを妨げないようにしていきたし1。学び合l,hの中ではリーダーは次々と変わっていくことが

されるし，このことはむしろ自然なことであり？教師があまり積極的にかかわりをもちすぎると，

子どもたちは教師に頼りすぎたり，教師の助言がかえって問題を複雑にしたり，問題の焦点をぼやけさ

結果として学び合いは深まりが薄れ，効果的に進まなくなったりすると考えられるからである。

どもたちの学びをコーディネイトずるような存在として

その矢口っfご－としても

コてしい2 こと

っていくのかも
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ヰ成果と

授業の中に学び合いを取り入れたことで，

など実に多くの変化が生まれた。子どもたちについ

とで。理解度も増し9 全体的に

かわり合いを通してうそれら

できたと考えている。

課題としては，大きく

取り入れていけば効果的な

っていきたい。

，板書の仕方や教師の立ち

一人ひとりが発言する時間が増えたこ

してヲ本部会がめざす，他者との
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